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兵高教第36回定期大会開催 
=平和な社会を再構築し、子どもたちの明るい未来を切り拓こう！= 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 

◇ 文科省・教員の資質向上に 

関する指針改正案公表  他 

６
月
25
日(

土)

、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て
兵
高
教
第
36
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
未
だ
見
通
せ
な
い
中
、
３
年
連
続
で
大
会
の
規
模
・
日
程
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

兵
高
教
の
今
年
度
の
運
動
方
針
と
、
具
体
的
な
と
り
く
み
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
ま
し
た
。 

 

開
会
宣
言
、
議
長
・
議
運
の
選
出
に
続
い
て
、
主
催
者

を
代
表
し
て
西
村
恭
介
執
行
委
員
長
が
行
っ
た
あ
い
さ
つ

で
は
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
日
々
全
力
で
と
り
く
ん
で

い
る
教
職
員
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
上
で
、「
ロ
シ
ア
・
プ

ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
４

か
月
を
経
た
今
日
も
な
お
、
停
戦
の
兆
し
が
見
え
な
い
。

子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く
の
一
般
市
民
の
犠
牲
者
が
増
え

続
け
る
状
況
に
、
大
変
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

う
。
現
在
の
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
の
行
動
は
、
20
世

紀
前
半
の
日
本
の
姿
に
重
な
っ
て
見
え
る
。
朝
鮮
半
島
か

ら
中
国
東
北
部
へ
の
侵
攻
、
そ
の
後
の
日
中
全
面
戦
争
、

そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
と
突
き
進
み
、
ア
ジ
ア
各
地
の

人
々
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
沖
縄
、
広
島
、
長
崎

を
は
じ
め
自
国
民
に
も
多
大
な
犠
牲
を
強
い
た
か
つ
て
の

日
本
の
過
ち
を
、
今
一
度
直
視
す
る
べ
き
時
で
は
な
い
か
。

核
兵
器
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
の
プ
ー
チ
ン
の
恫
喝
は
言

語
道
断
で
あ
る
が
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
日
本
で
一
部

の
政
治
家
が
『
核
共
有
』『
軍
備
増
強
』『
憲
法
改
正
』
に

言
及
す
る
こ
と
も
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
先

の
戦
争
の
惨
禍
に
対
す
る
深
い
反
省
に
立
ち
、
日
本
国
憲

法
前
文
に
示
さ
れ
た
崇
高
な
精
神
こ
そ
が
、
今
日
の
世
界

に
平
和
を
も
た
ら
す
根
本
理
念
で
あ
り
、
私
た
ち
は
胸
を

張
っ
て
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
き
平
和
を
訴
え
続
け

る
立
場
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
」「
給
特
法
改
正
後
も
、
教
職

員
の
長
時
間
労
働
は
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
。
余
り
に
も

過
酷
な
勤
務
を
強
い
ら
れ
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
つ
ぶ
れ

る
か
、
教
員
を
や
め
る
か
、
瀬
戸
際
に
あ
る
教
員
も
少
な

く
な
い
。
諸
権
利
の
行
使
が
困
難
な
状
況
も
続
い
て
い
る
。

根
本
的
な
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
抜
本
的
な
定
数
改
善

と
思
い
切
っ
た
業
務
改
善
、
そ
し
て
給
特
法
の
廃
止
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
場
や
自
治
体
レ
ベ
ル
の
努

力
だ
け
で
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
結
局
は
立
法
の
場
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
政
治
に
無
関
心
で
も
無
関
係
で
は
い

ら
れ
な
い
。
教
員
の
多
忙
化
、
負
担
増
、
そ
し
て
今
日
の

教
員
不
足
の
元
凶
で
あ
る
教
員
免
許
更
新
制
は
日
教
組
と

各
単
組
が
日
政
連
議
員
と
連
携
し
、
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
後
の
研
修
制
度
改
革
の
行
方
次

第
で
教
職
員
の
負
担
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
子
ど
も
た

ち
や
学
校
の
実
情
を
知
ら
な
い
政
治
家
だ
け
に
国
政
を
委

ね
る
こ
と
が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
、
し
っ
か
り
と
認
識

し
て
欲
し
い
」「
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
が
、
明
る
い
話
題

も
あ
る
。
ひ
と
つ
は
若
手
の
活
躍
で
あ
る
。
兵
高
教
の
青

年
層
組
合
員
の
み
な
さ
ん
は
、
積
極
的
に
様
々
な
学
び
の

場
に
出
向
い
て
学
習
を
深
め
、
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
職

場
で
の
信
頼
を
得
て
着
実
に
な
か
ま
を
増
や
し
て
い
る
。

教
育
研
究
活
動
に
も
積
極
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
忙
な

中
で
も
組
合
の
様
々
な
業
務
を
積
極
的
に
引
き
受
け
、
組

織
の
活
力
が
大
い
に
増
し
て
お
り
、
今
年
は
例
年
に
な
い

ペ
ー
ス
で
組
織
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
３
年
目
を

む
か
え
た
兵
庫
に
お
け
る
高
校
生
平
和
大
使
の
活
動
は
、

年
々
広
が
り
を
見
せ
、
若
い
純
粋
な
彼
ら
の
平
和
の
訴
え

が
少
し
ず
つ
人
び
と
の
間
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
青
年
層

組
合
員
も
高
校
生
も
、『
み
ん
な
の
た
め
に
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
』『
知
ら
な
い
こ
と
を
も
っ
と
学
び
た
い
』『
つ

な
が
り
を
拡
げ
、
深
め
た
い
』
と
い
う
思
い
が
共
通
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
」「
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
で
き

な
い
言
い
訳
を
探
す
の
で
は
な
く
、
と
も
に
声
を
あ
げ
行

動
で
き
る
仲
間
を
増
や
し
、
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
、
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

本
定
期
大
会
に
お
い
て
、
建
設
的
で
元
気
の
出
る
議
論
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
日
教
組
の
山
木
正
博
書
記
長
よ
り
、
連
帯
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
山
木
書
記
長
も
、
日

政
連
議
員
の
役
割
の
大
き
さ
、
存
在
の
大
切
さ
を
強
く
訴

え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
２
０
２
１
年
度
諸
会
計
の
報
告
お
よ
び
会
計
監

査
報
告
、
選
挙
管
理
委
員
の
決
定
等
が
報
告
・
承
認
さ
れ
、

続
け
て
岩
井
書
記
長
よ
り
第
１
号
議
案｢

２
０
２
１
年
度
と

り
く
み
の
経
過
と
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針(

案)｣

が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
代
議
員
か
ら
は
、「
服
務
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
た
が
、
未
だ
に
勤
務
時
間
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
態
に
あ
る
」「
勤
務
の
割
り
振
り
変

更
の
取
り
扱
い
が
、
学
校
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
」「
初

任
者
が
年
度
末
に
着
任
す
る
学
校
に
行
っ
た
際
、
学
校
長

か
ら
、
い
き
な
り
『
定
時
で
帰
れ
な
い
の
が
当
た
り
前
』

と
平
然
と
言
わ
れ
た
と
か
、
初
任
研
に
関
す
る
具
体
的
な

連
絡
が
教
頭
の
も
と
で
止
ま
っ
た
ま
ま
で
研
修
受
講
者
に

伝
え
ら
れ
る
の
が
遅
く
、
資
料
準
備
等
で
困
っ
て
い
る
、

な
ど
の
声
が
あ
る
」「
法
令
・
規
則
、
労
使
合
意
等
に
つ
い

て
、
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
管
理
職
が
少
な
か
ら
ず
お

り
、
誤
っ
た
判
断
や
指
示
に
よ
り
職
場
で
混
乱
が
生
じ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
」
等
の
職
場
の
実
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日教組・山木書記長あいさつ    執行委員長あいさつ 

態
が
報
告
さ
れ
、
執
行
部
の
見

解
を
示
す
と
と
も
に
、
現
在
の

対
応
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
諸
会
計
議
案
が
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

兵
高
教
で
は
２
０
１
８
年
に

「
女
性
参
画
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
女
性
や
青
年
層
の
組
合

員
の
機
関
会
議
等
へ
の
積
極
的

参
加
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

の
登
録
代
議
員
の
女
性
参
画
率

は

42
．
９
％
で
し
た
。
今
後
も

女
性
参
画
の
推
進
お
よ
び
兵
高

教
運
動
の
次
世
代
へ
の
継
承
に

つ
い
て
、
支
部
・
分
会
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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兵高教今後の主な日程 
 
◆２０２２年度 第２回全県分会代表者会議 

    と き：７月１６日（土）１４:００～１６：３０ 

ところ：神戸市教育会館 403号室 

★組合員のみなさまはどなたでも参加できます。 
 
◆第６回臨採者学習会 

 ～教員採用試験対策講座（6）～ 

と き：７月３０日（土）13:30～16:30  

    ところ：神戸市教育会館５階 

    内 容：二次試験に向けて 

（個人面接・模擬授業練習、その他）    
 
◆第２８回近畿ブロックカリキュラム編成講座 

    と き：８月８日（月） １０:００～１６:００ 

ところ：ラッセホール                 
 
◆第１７回近畿ブロック臨時採用教職員部交流会 

   と き：８月２０日（土）１３:３０～１６:００ 

    ところ：ルビノ京都堀川 ２階「加茂」  
 
◆第６回臨時・非常勤教職員等全国交流集会 

    と き：８月２７日（土）１２:３０～１７:３０ 

ところ：日本教育会館 

 

ご協力ありがとうございました♪ 

１．ウクライナ子ども・教育支援のための緊急カンパ 

年度当初よりご協力をお願いしていたウクライナ緊急カンパを、６月末を

もっていったん締め切りました。おかげさまで、組合員のみなさまから 14，

674 円をお預かりし、端数を調整して１５，０００円を日教組に送金しており

ます。 

今後みなさまから寄せられたカンパは、趣旨 

に合致する教育インターナショナル（EI）および 

国際労働組合総連合（ITUC）の要請に応じる 

かたちで拠出していきます。 

ウクライナ情勢は依然として厳しく、避難民を 

受け入れている周辺諸国を含め、継続的な支援 

が必要です。引き続き、様々なご協力をお願いいたします。 
 

２．教職員の働き方と労働時間の実態に関する調査 

２０２０年４月より改正給特法が本格施行されたものの、業務削減が不十

分であることや、教職員の定数改善がすすんでいないこと、さらに新型コロ

ナウイルス感染拡大による業務量の増大など、実感できる学校現場の働き

方改革はすすんでいません。 

今回の調査は、今年度予定されている文科省「教員勤務実態調査」（８

月、10・１１月）に先行して実施し、学校現場の実態から課題を明らかにす

ることで文科省調査を検証するとともに、社会的発信にもとりくみ、教職員

の働き方改革を真に実効性のあるものとするための重要な調査でした。 

本調査について、組合員のみなさまはもとより、多くの職場のなかまにご

協力をいただき、十分なサンプル数を集めることができました。調査結果の

速報値については、9月初めにお知らせできる予定です。 

みなさまのご協力に感謝いたします。ありがとうございました。 

文科省 教員の資質向上に関する指針改正案公表 
=知識・技能の習得状況を確認するためのテストの実施やレポート・実践報告書の作成等、新たな負担を強いる内容含む= 

６
月
30
日
、
文
部
科
学
省
は
「
公
立
の
小
学
校
等
の
校

長
及
び
教
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
の
策

定
に
関
す
る
指
針
改
正
案
」「
研
修
履
歴
を
活
用
し
た
対
話

に
基
づ
く
受
講
奨
励
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
を
公

表
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
案
は
、
教
員
免
許
更
新
制
廃
止
後
、
来
年
４

月
か
ら
始
ま
る
新
た
な
研
修
制
度
に
関
す
る
も
の
で
、「
指

針
改
正
案
」
に
は
「
期
待
さ
れ
る
水
準
の
研
修
を
受
け
て

い
る
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、

職
務
命
令
と
し
て
研
修
を
受
講
さ
せ
る
」「
研
修
成
果
の
確

認
方
法
を
と
し
て
、
テ
ス
ト
の
実
施
や
レ
ポ
ー
ト
・
実
践

報
告
書
の
作
成
等
を
求
め
る
」
こ
と
等
が
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
」
に
は
「
主
幹
教
諭
な
ど
学
校
管
理
職
以
外
の
者
に

対
し
て
、
研
修
履
歴
を
活
用
し
た
対
話
に
基
づ
く
受
講
奨

励
の
一
部
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
」
等
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
研
修
の
強
制
、
管
理
強
化
、
主
幹
教
諭
の
中
間
管

理
職
化
を
す
す
め
、
教
員
の
負
担
増
を
招
く
極
め
て
問
題

の
多
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
免
許
更
新
制
度
が
廃
止

さ
れ
て
も
、
学
校
現
場
の
実
態
を
無
視
し
た
こ
の
よ
う
な

研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
状
況
は
全
く
改
善

さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
一
層
統
制
が
強
ま
り
、
教

員
の
疲
弊
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
は
必
至
で
す
。 

文
科
省
は
、
現
実
の
深
刻
な
課
題
を
無
視
し
た
こ
の
よ

う
な
愚
策
を
持
ち
出
す
の
で
は
な
く
、
自
主
的
・
主
体
的

研
修
が
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
に
も
、
抜
本
的
な
定
数

改
善
と
業
務
量
の
思
い
切
っ
た
縮
減
に
こ
そ
、
力
を
尽
く

す
べ
き
で
す
。 

今
回
の
改
正
案
等
に
つ
い
て
、
文
科
省
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
左

の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
意
見
反
映
を
お
願
い
し
ま
す

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
期
間
は
７
月
29
日
ま

で
）。 

日
々
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力
で
職
務
に
精
励
し
て

い
る
教
職
員
の
声
を
で
き
る
だ
け
多
く
集
め
て
、
無
意
味

な
研
修
強
化
や
管
理
統
制
強
化
を
食
い
止
め
ま
し
ょ

https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=185001243&Mode=0 

う
。
な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
う
際
に
は
、
校
務
用
の
Ｐ
Ｃ
等
は
使

用
せ
ず
、
自
宅
等
か
ら
個
人
の
端
末

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
可
）
で
行
う
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

      

日本教職員組合公式 LINEアカウント 
  

日教組の活動について、適宜情報 

発信を行います。 

登録をお願いします。 

 


